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1. はじめに 

 

音声の研究および教育において、母音・子音の調音の際の口腔内の構えや音声器官の動きを

可視化し、これを直接的に観察することは、極めて効果的な手法である。 

 近年では、MRI（磁気共鳴画像法）の手法を用いて、より鮮明な画像および動画が得られるように

なった（Masaki 他 1999、 Honda 2002）。MRI 動画による音声調音の映像資料としては、科研研

究課題「日本語・英語・中国語の対照に基づく、日本語の音声言語の教育に役立つ基礎資料の

作成」（基盤A 平成16～18）およびこれに続く「人物像に応じた音声文法」（基盤A、平成19～22）

の一環として、母音調音の日中対照の動画（朱 2006、朱 2007、朱・本多 2007）や、日本語母語

話者による英語発音の動画（中村・林他 2008）などが作成されてきた。 

 しかし、日本語の調音の資料としては、これまで撮影されたのは母音等の一部の音声についての

みであったため、音声言語の教育における基礎資料とするためには、日本語音節の調音動態を網

羅的に撮影することが期待されていた。 

 今回、MRI 動画の手法を用いて、日本語のほぼ全ての種類の音節について、その調音動態を撮

影した。本稿では、この資料の詳細について紹介する。 

 

2. これまでの日本語調音の映像資料 

 

日本語調音運動の映像資料はこれまでにもいくつかの方法により得られており、X 線を用いたも

の、X 線マイクロビームを用いたもの、超音波断層法を用いたものなどがある。 

 X 線を用いた日本語発話資料としては、国立国語研究所（1965/1967）の『X 線映画 日本語の

発音』がある。X 線の場合、調音のリアルタイムでの観察が可能である反面、歯や骨の部分と比べ

て舌や軟口蓋、唇などの部分が不鮮明になる。また X 線を用いて撮影を行なうことは、放射線被爆

の問題があるため、今後これ以上得ることは難しい。 

 この点を克服するために開発された X 線マイクロビームは、舌や下顎に金属片（ペレット）を接着

し、X 線ビームによりペレット周辺を走査しながらペレット位置を追跡し、その運動を観測する方法



である（本多 1998）。これらのデータは座標軸を用いて、二次元上に表示される。また、同期

した音声データの観察も可能である。この手法を用いた『Ｘ線マイクロビーム日本語データベー

ス』（吐師 2000）では、日本人成人 19 名による日本語発話データが提供されている。この手法で

は、調音器官の動きはペレットの動きとして表されるため、音声器官の直感的な観察は困

難である。 

 超音波断層法による調音運動のデータには、新美・桐谷他（1985）などがある。この方法の場合、

舌の形状を観察するためには簡便ではあるが、プローブをあてる方向により、どの断面の画像が得

られているか判定しにくいこと、口蓋の位置が分からないことなどから、体系的なデータ収集は行な

われてこなかった。 

 以上の手法と比較して、MRI の手法を用いて可視化された日本語調音の動画資料は、これまで

よりも遙かに鮮明な映像が得られ、調音における音声器官の動きを、音声に合わせてより詳細に観

察することが可能となった。特に MRI の場合、唇、口蓋、舌の形状が鮮明であり、音声学で用いら

れる声道断面図に近く、直感的に調音の動きを理解することが容易である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 X 線（国立国語研究所 1965/1967）  X 線マイクロビーム（今川 2000） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 超音波断層法（東京大学 今川博氏提供） 

  MRI 



3.  MRI 動画による日本語の調音の映像資料について 

 

3.1. 資料内容 

 

 日本語調音を撮影したこれまでのMRI動画資料は、主に外国語との対照など具体的な研究課題

を明らかにすることを目的として撮影されたものであるため、そのリストは網羅的とは言えなかった。

この点をふまえ、今回の資料では、日本語のほぼ全ての音節について、これをカバーすることを目

的とした。これによって、日本語の調音の際の音声器官の動きを直接的に観察できる基礎資料が

網羅的に得られることになった。 

 

 具体的な資料のリストは、以下の通りである。 

 

 

＜50 音＞ 

 

「アイウエオ」 「カキクケコ」 「サシスセソ」 「タチツテト」 「ナニヌネノ」 

「ハヒフヘホ」 「マミムメモ」 「ヤイユエヨ」 「ラリルレロ」 「ワイウエオ」 

「ガギグゲゴ」 「ザジズゼゾ」 「ダヂヅデド」 「バビブベボ」 「パピプペポ」 

 

＜拗音＞ 

 

「キャキュキョ」 「シャシュショ」 「チャチュチョ」 「ニャニュニョ」 

「ヒャヒュヒョ」 「ミャミュミョ」 「リャリュリョ」 

「ギャギュギョ」 「ジャジュジョ」 「ビャビュビョ」 「ピャピュピョ」 

 

＜撥音/N/の異音> 

 

「３杯」 「３台」 「３人」 「３個」 「３円」 「３割」 「３歳」 「３」 

 

＜促音/Q/の異音＞ 

 

「１杯」 「１体」 「1 個」 「１歳」 「１章」 「１通」 「１兆」 

 

 



3.2. 動画の撮像方法 

 

 MRI 動画は、ATR 脳活動イメージングセンタ（ATR-BAIC）内の MRI（磁気共鳴画像装置、島津

Marconi 社製 MAGNEX ECLIPSE 1.5T Power Drive 250）を用いて撮像した。 

 MRI は時間分解能が低いため、動画は実際にはリアルタイムで調音の様子を動画撮影したもの

ではなく、発話を規則正しく何度も繰り返し、これを少しずつずらして撮影したものを、後から動画

の形に再構成しているものである。そのため、正確な発話運動の繰り返し回数が多ければ多いほ

ど、輪郭のはっきりした鮮明な動画データを構成することができる（Honda 2002）。本資料の撮像

においては、以下の 2 通りの方法を採用した。 

 50 音および拗音においては、発話繰り返し回数 96 回の条件の下、スライス厚 4 mm、スライス間

隔 4 mm の正中矢状断面画像を記録し、2.2 秒間の間に 128 コマの画像を記録した（フレームレー

ト 60 fps）。4 拍子の「ズン・チャ・チャ・チャ」というトリガー音に合わせ、2、3、4 拍目の「チャ・チャ・チ

ャ」の部分で「アイウエオ（休）」と切れ目なく滑らかに発話するようにした。拗音は、「チャ・チャ・チ

ャ」の部分で「キャ・キュ・キョ」のように発音した。 

撥音、促音については、発話繰り返し回数 192 回、スライス厚 4 mm、スライス間隔 4 mm の正中

矢状断面画像を記録し、1.2 秒間の間に 65 コマの画像を記録した（フレームレート 60 fps）。「ズン・

チャチャ」という 2 拍子のトリガー音にあわせ、2 拍目の「チャチャ」の部分で、それぞれの単語を発

音した。 

 

3.3. 音声提供者 

 

 本資料の音声提供者は、日本語（首都圏方言）を母語とする 39 歳男性 1 名である。職業として日

本語教育を専門とし、音声学のトレーニングを受けたことがある。 

 

4. 本資料の音声、言語教育における活用方法 

 

 以上のように、日本語の調音を MRI 動画により網羅的に撮影した本資料は、音声研究および音

声教育の基礎資料として、さまざまな形で利用されることが期待される。 

 

・調音音声学の資料として 

 MRI データは、母音の舌の位置や、子音の調音の動きを直に観察することができるため、調音音

声学を学ぶ際に有効な資料となりうるだろう。声道断面図に近い画像が得られることから、MRI の動

画を通して、調音音声学の入門書の説明を、自分の実際の口の中の動きと結びつけて考えること

ができる。 



・日本語音声教育の資料として 

 日本語の発音の様子を映した本資料は、非母語話者に対する日本語教育、および母語話者・非

母語話者に対する日本語教員養成において、日本語音声を学ぶための資料として活用することが

可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「3 台」の/N/  「3 個」の/N/  「3 円」の/N/ 

 

・外国語との対照研究の資料として 

 外国語の調音の動きを日本語のそれと比較対照する際の、日本語音声の基礎資料として活用が

可能である。またこれを応用して、日本語話者による外国語学習における母音干渉の研究にも生

かすことができるだろう。 

 

5. 本資料の制限、限界 

 

 本資料で用いた MRI の手法は、いくつかの問題点も指摘されている。MRI が主に水分に反応し

て画像を生成するという特質上、上下の歯が映らない。重要な音声器官である上下歯が撮像でき

ないことは、一部の音声の観察には不向きであるといえる。 

 また、被験者は MRI 内で仰向けに横たわった姿勢で発音しているため、調音運動が多少の重力

の影響を受けることが報告されている（高倉他 2006）。 

 その他、調音運動に正確に同期した音声の分析が不可能であること、収録される音声には大き

な MRI のスキャン動作音が入っているため音声分析には不向きであることなどが指摘できる。 

 以上の MRI の手法上の問題に加え、今回の資料では個々の音節ではなく「アイウエオ」のような

連続音声であるため、個々の音節において前後の音節による調音結合などの影響が見られる。例

えば、「ナニヌネノ」「マミムメモ」においては、各母音が前後の鼻音によって鼻母音化しており、口

蓋帆が下降したままである様子が観察される。 

 

6. 本資料の公開方法 

 

 本資料は、共同研究「日本語・英語・中国語の対照に基づく、日本語の音声言語の教育に役立



つ基礎資料の作成」および「人物像に応じた音声文法」の総合サイト『日本語「音声言語」の基礎

資料』（http://www.lib.kobe-u.ac.jp/products/nihongo/index.html）などで順次公開していくほか、

磯村（2009: in print）においても、付属資料として収録される予定である。今後の配布予定、及び

使用にあたっての条件等は、上記ウェブサイトにおいて案内していく予定である。 
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